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その後の西シベリア油田⑧ガス山群④

=岸本文男(鉱床部)

�浩�����

ナドィｰムｰプｰル油田･ガス田区

この油田･ガス田区には単純な構造のものも複雑な構

造のものもあるが要するに既知の油田と天然ガス田放

とはすべて構造型系列のものばかりで3油国(うち稼

行中0)10天然ガス田(1)3天然ガス･油田(0)2

ガスコンデンセｰド田(1)か知られている(第1表!974.

1.1現在)｡この油田･ガス田区を代表する鉱床として

グｰプキン天然ガス･油田とウレンゴイガスコンデン

セｰト田そしてメドベｰジエ天然ガス田がある一
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第1図

面シベリア油田ガス国生成区中部･北部の油

田･ガス固域

油田･ガス岡域名

④ヤルデｰイ⑤ユｰイリ⑥カズ

イｰム⑧クラスノレｰニシスク⑨

イルトィｰシュ⑲サルイｰム⑳

スルグｰト⑳ニシュネバルトｰフスク

⑳プルペｰ⑱ウレンゴイ⑳ナ

ドィｰム⑱トｰリカ⑳ダｰス

⑳シｰドロフスク⑳タｰナマ⑳

ドロフェｰエフスカヤ⑳ヤｰンブル

ク⑳中央メソヤノ'一⑳グァダｰ

⑱タンベｰイ⑳バイダラッキｰ

⑳ヌルミンスキｰ�
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策1表

ナドィｰムｰプｰル油田･ガス田区の油田･ガス田の諸元

炭化水素鉱床､発見年

産出層記号

炭化水素

相記号

トラップ

タイプ記

号

遮蔽層

層厚

��

ビｰン口径

(㎜)

(鋤1c)

産出.遥

石油

コンセンセｰド

��

日･#)

天然ガス

(1,OOOmソ

日'･#〕

層圧

(㎏/･耐)

層温

(℃)

池水界面､

ガス水界面

!コンデン

セｰト水界

面1f-m〕

油柱､カ;ス

柱(コンデ

ンセｰト柱〕

��

ユ8プルペ油田･ガス田域

ベンガプｰル天然ガス･油田､1968�PK1�G�M�900�開放�開放�■�7,300�104�29�945�90

�BV呂�0�PL�25�10�104.8�■�7.94�225.5�71�■�■

�BV1o�O�PL�10�8.3�53.9�■�8.97�185�78�2,550�120

�Yu1�GCO�PL�100�6�117�一�86.O�■�■�2,810�一

ヤライネル油田､1972�BV16�0�PL�100�8.3�21�■�8.4�263�74�2,650�60

�Yu1�OGC�PL�80�8,4�25�一�ll,o�402�85�2,875�125

ベンガヤハｰ天然ガス田､1968�PK1�G�M�650�開放�■�■�!,400�81�22�432�15

アイバセダブｰル天然ガス田､1967�PK1�G�M�720�〃�■�■�1,430�95�30�900�30

エトィプｰル天然ガス田､1971�PK1�G�M�450�〃�一�'�6,088�84�30�770�80

�BP1台�O�PL�60�1,396�少量�■�■�■�91�■�■

グｰプキン天然ガス･油田､1965�PK1�G�M�540�開放�■�一�5,OOO�78�22�728�110

�BU14�0�PL�70�121�3.O�'�一�226�77�一�】

�Yu1�0�PL�50�16�233�一�62,O�376�■�■�一

東タｰルコサレｰ天然ガス田､1970�PK1�G�M�720�開放�■�■�2,930�130�44�1,232�35

西タｰルコサレｰ天然ガス田､1972�PKI�G�M�650�開放�'�一�3,024�112�31�1,063�86

�BP8�O�PL�25�14.07�少量�■�3.5�240�84�■�■

�Yuo�GC�ML�一�121�〃�■�200�■�一�'�一

コムンモｰリスキｰ天然ガス田､1966�PKl�G�M�750�開放�■�'�6,700�99�30�921�70

北コムンモｰリスキｰ天然ガス･油田､1969�PK1�G0�M�800�開放(16)�24�一�2,500�109�30�1026�

�����������ユ,032�50

ヤムソベｰイ天然ガス田､1970�PK1�G�M�650�開放�■�一�1,500�■�■�一�一

ユピレｰイヌイ天然ガス･コンデンセｰト･油田､1161�PK1�G�M�550�〃�一�'�5,200�113�32�1,086�136

�AU�GC�PS��14�｣�H/3�389����

��･GC�PS��14�'�H/3�184����

�AUll�GC�PS�7�開放(6)�一�154�工,268�224�70�2,175�90

�BU7_8�0�PL�16�12�40�■�一�一�一�2,561�115

ノヤｰブリ油田､1975�BV崎�0�PS�1�■�■������

�Yul�0�PS�｣�'�■������

19ナドィｰム天然ガス･コンデンセｰト田域

ナドィｰム天然ガス･コンデンセｰト田､1972

メドベｰジエ天然ガス･コンデンセｰト田､1蝋
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20ウレンゴイ油田･ガスコンデンセｰド田域

ウレンゴイ天然ガスコンデンセｰド田､1966�PK工�G�M�630�開放�'�■�7,900�122�33�1,193�213

���������������������㌷

�AU9�GC�PS��19二〇�■�30�223.O�200�50�2,051�33

�BUl(北)�GC�PS�6�10.5�■�35�210�231�62�2,293�44

�BUヨ(北)�GC�PS�12�8��28.O�106.O�241��2,422�38

�BU塞�GCO�PL�16�16�1.7�20.5�145�274�76�耕�160

�BU8�GC0�PS�4�開放�一�■�386�249�75�機�110

�BU9(北)�GC0�PS�8�15�少量�120�400�270�一�撒�60

�BU9(南)�GC�PS�12�開放�■�180�1,267�278�76�2,687�35

�BUlo�GC�PS�28�〃�■�277�1,225�289�78�2,780�100

�BU11(北〕�GCO�PS�5�10�6,O�27.1�161.3�287�79�嚇�60

�BU11(南�OGC�PS�8�12.8�31.O�一�237�280�79�2,800�35

�BU12(北�GCO�PS�33�1O�O.O03�35.O�182�296�81�機�40

�BU12(南�GCO�PL�70�12.5�'�153�353�295�79�2,870�45

�BUll(北�GCO�PL�70�12,7�…�6.6�93�353�80�嚇�145

�BU14(南�GC�PS�60�22�■�100.O�627�314�84�2,990�70

�BU15(南�GC�PS�10�22�■�100�627�314�84�2,990�60

サシブｰルク油田､1974�BU后�0�PS�一�■�8.O�■�■�■�■�一�'

�BU豊�O�PL�32�(1,570)�9.5�■�■�1�78�3,225�40

北ウレンゴイ天然ガス圧1.1970�PK1�G�M�600�開放�■�■�3,857�122�32�1,200�100

ベスツ仁プイ職ガス･コンデンセｰ1田､1974�PKl�G�M�630�〃�■�■�1,OOO�125�34�1,198�88

�BUH�GC�PS�18�6�一�50�62�303�23�2958�一

言主G一天然ガス相G0一石油相随伴天然ガス相GC一ガスコンデンセｰド相GC0一石油相随伴ガスコンデンセｰド相O一石油相

0G一ガスキヤップ随伴石油相OGC一ガスコンデンセｰトキャップ随伴石油相E一エマルジョン相PS一ドｰム･層状

PSL一層相遮蔽型随伴ドｰム･層状PLS一層相･層位型層状PL一層相型層状PML一層柵遮蔽型層塊状ML一層相型塊状

L一層相型MT一'構造型塊状�



一62一

�

ω

〃/

�

℀

�

1し

＼

�

1も

'嵯7

�

�

�

�

0〃

�

国1

[口2

E≡13

匿ヨ4

β6

､

9ρ

24ρ5ρ

�

�

�

∀

　

�　

6〃

65θ

7ω

75σ

ωθ

�●■■.●���階�統�系

����コ��

����サニ��

����シヤ��

����ドッ�上�白

����シク��

����階･�部�亜

����ロチ��

����ンエ�統�系

���一�階1��

����セ��

����ノ��

.9�1:三'･��;ぺ�マ��

�榊.'加､ポ'.1''..θ52���ン��

��B��階��

第2図
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グｰプキン天然ガス･油田(N･Kh･クラフメトフ原図)

A一七ノマン階上面による構造

B-I-I'地質面

1一試錐資料による産ガス･油層上面の標高線(m)

2一産ガス井3一天然ガス胚胎鉱画4一砂岩

5一砂岩･泥岩薄層を伴うシルト岩6一泥岩
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第3図

石油パイプライン

“オｰロラ"の敷設

カミ造む(《ソビエトグ

ラフ》誌から)

グｰプキン(Gubkin)天然ガス･油田

この天然ガス･油田はピャクプｰル川の左岸タｰル

コｰサレｰ部落の南西側に拡がりプルペｰ局地性ライ

ズと北プルペｰ局地性ライズに胚胎されている.これ

ら両ライズはプルペｰ地形の中心部にあって1961年に

反射法地震探査で把握されたものである.rB｣反射

層によると両ライズとも一2,950mの等深線で輪郭が

面かれプルペｰ局地性ライズのヘッドは270m北プ

ルペｰ局地性ライズの方は250mである.しかし断

面上位に向ってヘッドが小さく法ゆ上部ではプルペｰ

鉱区内で一つのライズにまとまっている.そしてセ

ノマン統のルｰフによればその一つにまとまったライ

ズのヘッドは150m白亜系上部統のルｰフによればそ

のライズのヘッドは65mである.

プノレペｰ局地性ライズの炭化水素層に対する探査試錐

は1964年北プルペｰ局地性ライズでは1966年に始めら

れ1965年に前者のライズで1967年に後者のライズで

それぞれ天然ガス層が発見された.そして1967年に

両ライズの天然ガス層がつながっているらしいという

デｰタが得られたがなお狭い帯水帯でへだてられて

いるという可能性は残っていた.現在では一つにつ

狂がることになっている.さらに1969年になって

プノレペｰ局地性ライズで油層が発見された.

基盤はまだ確認されていたいが地表下3,500-4,000

mに基盤面があると推定されている1この天然ガス･

油田でもっとも深い井戸は深さ2,908mのチュメｰ二累

層上部層に達する第38号井でこれが油層を最初に把握

した井戸でもある.その柱状断面をみると下位から

ジュラ系白亜系古第三系が重たり新第三系を欠きチ

ェガン累層(始新統一漸新統上部階)上に厚さ90-150m�
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の第四系がのっている･本天然ガス･油田には2油

層と1天然ガス層がある.

まわりガス飽和圧は層圧よりも145kg/cm2下まわって

いる.

Ji層油層(ジュラ系上部統)はヴァシュガｰン累層に胚胎

されJ1層はシノレト岩泥層の薄層を爽有する砂岩から

成り油層の被覆層となっているのはバジェノヴォ累

層･メギオン累層下部層の層厚50mの泥層である.

第38号井でのテスト結果によると地表下2,889-

2,903mの部分から16mmビｰンで232.7m3/目の石油と

62,000m3/目の天然ガスカミ産出しガス要素は220-231

m3/m3層圧は376.4kg/cm2で静水圧を86kg/cm2土
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第4図ウレンゴイ天然ガス･コンデンセｰト田

のセノマン階上面による構造(F.K.サ

ルマノフ原図)

1一反射層Bによる標高線(m)

2一七ノマン階上面による標高線(m)

3一天然ガス層輪郭4一試錐点

巫U14層油層(白亜系下部統)はメギオン累層中に分布し

BU1･層そのものはレンズ状の泥層の薄層を爽有した細

粒質砂岩で構成されライズの頂に向って泥層に漸移し

てプノレネｰ局地性ライズの東斜面に層相型のトラップ

を作っている.

この油層の産油量は121mmパイプの開放で3.om囲/目

層圧は226kg/cm2層温は77.cである.

PK｡層天然ガス層(セノマン階)はウレンゴイ累層上部

層に胚胎されPK1層はシルト岩と泥層の薄層を爽有し

た砂岩からなりその砂岩層は水理力学的に一つに結び

つきなカミら白亜系上部統と古第三系の厚さ540-670m

の広域泥質遮蔽層に規制された塊状トラップを形づくっ

ている･この砂岩の開放孔隙率は25-35%透水度は

最大7,000mDであるカミその貯留性はライズの軸帯か

ら斜面に向って悪化する.

天然ガスの産出量は井戸によってかたり違っていて

16万m./日から最大800万m3/目までいろいろであるが

多くは300万一500万m8/目である.層圧は72-78kg/

cm2層温は19.5-22.Cプルネｰ局地性ライズのガス

水界面は一720～一728mで北の万カ茎深い.北プル

ネｰ局地性ライズではそれは■733mである.ガス

柱は南で厚くて110m北では短かくて30mである.

1974年1月1日現在ではまだ開発されていない.

ウレンゴイ(UrengOi)ガスコンデンセｰド田

この炭化水素鉱床はウレンゴイ部落の北酉56kmに

あって1964-1967年のニシュネプｰル地形での反射法

地震探査で把握された局地性ライズ群に胚胎されている.

この地形は南北性で規模は25kmx180kmである.

反射層rB｣によるそのヘッドは400mであるが断面

上位になるにつれて小さくたりポクノレ累層(アプト階一

オｰブ階一七ノマン階)のルｰフによれば210mタリツク

累層(暁新統)のルｰフによれば100mとなる.

ニシュネプｰル地形の局地性ライズ灘の炭化水素層に

対する探査試錐は1966年に始められ同年最初の探査

井でこのガスコンデンセｰド田が発見された.

どの試錐もまだ基盤まで切りこんでいない.もっ

とも深い第1号井も3,200mでうちきられバランジュ

階に入っただけである.基盤面までの深さしたがっ

て総層厚は5,000mないし5,500mと推定されている.

基盤岩層上には厚さ600-700mのチュメｰ二累層カミそ

の上に厚さ80-100mのジュラ系上部統泥層が分布する�
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第5図ウレンゴイ天然ガス･コンデンセｰト田の白亜系下部統産

の断面(F.K､サルマノフ原図)

ユｰ砂優勢層2一派優勢層

3一派層･砂層互層4一天然ガスおよびコンデンセｰト

5一石油

ものと思われる･さらにその上位に相当する白亜系は

バランジュ階まで確認ずみでその上に古第三系がのり

新第三系は無くチェガン累層(始新統一漸新統下部階)

上に厚さ15-150mの第四系が分布する.

このガスコンデンセｰド田は詳しくは1天然ガス層

8ガスコンデンセｰド層7倉石油ガスコンデンセｰド

層1ガスコンデンセｰトキャップ随伴油層で構成され

ている.

遍U｡｡層南ガスコンデシセｰド層(白亜系下部統)はメギオン累

層中にあってウレンゴイ地形南部に発達している.

BUl･層は泥層の薄層を伴った砂岩から成り層厚は10m

から最大25㎜である･遮蔽層はメギオン累層の厚さ5

-15mの泥層で産出量は22mmビｰンで天然ガスカミ

62･7m3/目･井コンデンセｰトが100m3/目･弁とかなり

のものである.泥層をへだてた北側の同じ層準の砂岩

層にもガス徴がありこれにBUユ･層化ガスコンデンセ

ｰド層と仮称が与えられているらしいカミその諾元はさ

だかでない.
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BU“層南ガス:1ンデンセｰド層(白亜系下部統)もメギオン

累層中にある.この場合のBU1･層はシルト岩と砂岩

の互層で厚さは10-15mであるが北に向って砂岩カミ

泥層に漸移し再び砂岩に変って次記の北ガスコンデン

｣

第6図ウレンゴイ天然ガス;コンデンセｰト田

埋蔵量分布図

1一七ノマン階貯留層上面の標高の線(m)

2一天然ガスコンデンセｰド層の輪郭

3一北ドｰムと南ドｰムの境界線

4一主軸ブロック境界線

5一天然ガス･コンデンセｰト層の翼部の鉱画と

単斜部の鉱画

6-1971年1月1目現在の探査試錐完了点

セｰド層の貯留層になる.遮蔽層(メギオン累層の泥

層)の厚さは10-20㎜である.産出量はBU1･層南ガ

スコンデンセｰド層の場合と全く同じである.�



一65一

温Uユ｡層化含石油ガスコンデンセｰド層(白亜系下部統)もメ

ギオン累層中にある.この場合のBU1･層はシルト岩

と泥層の薄層を來んだ砂岩で構成されシノレト岩と泥層

の量はライズの頂に向って急増する.遮蔽層はメギオ

ン累層の厚さ80-150mの泥一シルト層である.

第17号井による深度3,000-3,020m問での試験採取と

測定の結果では天然ガス産出量が9.3m3/目･井(自由噴

出)コンデンセｰト産出量が6.5m3/目･井(12mmビｰ

ン)1968年の第1号井による深度3,156-3,164m間(同

一層)での結果ではダイナミックレベル500mで｡,8m8/

井･目の水と0.04m3/目･井の石油が得られている.

層圧などは第1表に示した通りである.

BU｡｡層南ガスコンデンセｰド層(バランジュ階?)はウレン

ゴイ地形の南部に発達する･BU･･層そのものは砂岩と

小レンズ状の粘土層との互層である.このコンデン

セｰト層上の粘土質被覆層は厚さが10-20mで産ガス

量は12-5mmビｰン･1弁35.3m呂/日産コンデンセｰ

ト量は同じく15.3m/目である.

BU｡｡層化ガスコンデンセｰド層はウレンゴイ地形の北部

に発達する一BU1･層は上記のものと同じ層相構成であ

るカミ粘土質被覆層は厚くなり50-60mに達する.

12mmビｰンでの産ガス量は18.2m3/目･井産コンデン

セｰト量は35m3/目･井産油量は3.om3/目･井である.

遍U｡｡層南油層これはウレンゴイ地形の南部に発達する.

BU1･層は粘土薄層を伴った砂岩で粘土層はライズの

翼部で数を増しところによっては砂岩が完全にシルト

岩と泥岩に変っている.南油層上の泥質被覆層の厚さ

は15-18mである.12.8mmビｰンでの産油量は31m3

/目･井産ガス量は237ms/目･井である.

BU｡エ層北ガスコンデンセｰド層これはメギオン累層上部

層に胚胎されBUユ､層は砂岩と泥岩の互層からたる.

おそらくBU･1層の透水性岩群は水理力学的に互いにっ

放がっているものと思われる･当該局地性ライズの翼

部では泥岩の層厚カミ頂部よりもはるかに厚い.しか

しこのガスコンデンセｰド層の被覆泥岩層(メギオン累

層上部層泥岩層)の厚さは10-40㎜である.天然ガスの

自由噴出量は129.1万m･/目･井14mmビｰンでのコン

デンセｰト噴出量は145.5m3/目･井層圧は287.6kg/

Cm2である.

BU｡｡層ガスコンデンセｰド層これはウレンゴイガスコ

ンデンセｰト田全域に拡がりBU1･層そのものは砂岩

･シノレト岩･泥岩の互層で南に向っていくらか泥岩の

割合が大きくなる｡噴出量は天然ガスカミ122.5万m冒/

目･非コンデンセｰトが277m3/目･井に達する.

BU･層南ガスコンデンセｰド層これはバルトフ累層下部

層に胚胎されBU･層は泥岩薄層を爽有した砂岩層であ

る･ガス噴出量は31㎜mビｰンで34.5万m3/目･井

層圧が274kg/c㎜2層温が76℃油膜を伴う.

BU豊層南ガスコンデンセｰド層これはウレンゴイ地形の

南部に発達しそのBU｡層はレンズ状泥岩層を伴った砂

岩からなり南ガスコンデンセｰド層上の被覆泥岩層の

厚さは5-12mガス噴出量は126.7万m3/目･井コン

デンセｰト噴出量は180m3/目･井である.

BU｡層石油ガスコンデンセｰド層はウレンゴイガスコン

デンセｰト田全域に発達する･BU･層は泥岩の薄層を

伴った砂岩で構成され泥岩の量は北から南に少しづつ

多くなる.天然ガスは噴出量か38.6m3/目･井でコ

ンデンセｰトを含み油膜を伴っている.

温U｡層(BU“層)宿泊ガスコンデンセｰド層これはウレン

ゴイ全域に発達する.BU･層(BU｡｡層とも称される)は

レンズ状泥岩層薄層を伴った砂岩からなり被覆泥岩層

の厚さは10-16mである.天然ガスの噴出量は16mm

ビｰンで14･5万m3/目･井コンデンセｰトは20.5m3/目

･井石油は1.7m3/目･井である.

BU｡層ガスコンデンセｰド層はウレンゴイ地形の北部だ

けに発達する.BU･層そのものは泥岩･シルト岩の

1薄層を爽有した砂岩で構成され泥岩とシルト岩の量カミ

北から南にいくにしたがって多くなる.ガス噴出量は

10･6万m畠/目･井コンデンセｰト噴出量は28.0ms/

目･井である.

BU｡層ガスコンデンセｰド層も北部だけに発達しBU1層

そのものはレンズ状泥岩薄層を爽んだ砂岩からなり高

産出性のカテゴリｰに入る.

P早｡層天然ガス層(セノマン階)これはポクル累層上部層

に胚胎されている･ポクル累層はレンズ状のシルト岩

と泥岩の薄層を伴った砂岩で構成され上部層の有効層

厚は100m当り60-70mですべての透水性岩は水理力

学的には一つにつながり塊状型のトラップを形づくっ

ている･!弁当りの産ガス量は140-790万m3/目層

圧は122kg/cm2層温は31-33.Cガス水界面は標高�
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一1,193mガス柱は213mである.

1975年に生産体制に入りすでにペルミ天然ガス化学

コンビナｰトまでカスパイプラインカミ通じている.自

他ともに許す世界一のこの大ガスコンデンセｰド田のフ

ル操業はスルグｰトを経てウｰファ天然ガス化学コン

ビナｰトに通じるガスパイプラインの建設とペルミに通

じるガスパイプラインの複線化が完成してからとなって

いる.

メドベｰジエ(Medvezh6)天然ガス田

この天然ガス田はウレンゴイガスコンデンセｰト田

の西サラハルダ部落の東にあって1964年に反射法地

震探査によって把握されたメドベｰジエ局地性ライズと

ヌィｰダ局地性ライズに胚胎されている.rB｣反射

層面にしたカミえばメドベｰジエ局地性ライズは一3,600

伽等標高線ヌィｰダ局地畦ライズは一3,500m等標高

線で囲まれた範囲でクロｰジャｰは前者が30km×75

km後者が12km×20kmヘッドは前者が250m後者

が190mである･セノマン階でみると両局地性ライ

ズは合体して一1,200m等標高線に囲まれたクロｰジ

ャｰ(メドベｰジエ地形)となりその規模は25km×125

kmヘッド150mにまとまる､さらに白亜系上面では

メドベｰジエ地形のクロｰジャｰのヘッドは50mと低く

匁ゆ始新統リュリンボル下部亜累層の上面によると

そのヘッドはわずか8mとなる.

ヌィｰダ局地性ライズに対する探査試錐は1965年に

メドベｰジエ局地性ライズに対しては!967年に始められ

1966年に第2号井で前者のガス層が1967年に第1号井

で後者のガス層が発見されさらに1968年になって両ラ

イズにまたがるガス層の存在が確認された.

基盤岩層に達した試錐はまだ一本もない.

もっとも深い試錐は3,100mでチュメｰ二累層(ジュ

ラ系中部統)に入っている｡基盤岩層は地表下4,800-

5,000mに始まるものと推定されその上位にチュメｰ

二累層のほかアバラクバジェノボメキオンの3累層

カミ存在すると考えられている.今までに試錐が捕えた

地層はジュラ系上部統から始新統までで新第三系を次

第7図

メドベｰジエ天然ガス田An22型巨人輸送機が室輸を続ける.

凍るシベリアの冬はいたるところが滑走路になる.

(《今日のソ連邦》誌から)
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メドベｰジエ天然ガス目ヨのセ

ノマン階差ガス層による構造

1一反射層の標高線(m)

2一産ガス層の標高線(m)

3一天然ガス層輪郭

4一試錐井�
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き始新統(リュリンボノレ累層)上に層厚最大150mの第四

系カミ分布する一

この天然ガス田では地表下1,057-1,207mのところ

セノマン暗中に天然ガス層カミ回じく3,010mのバラン

ジュ暗中に小規模なガスコンデンセｰド層カミ存在する.

主要天然ガス層はセノマン階ウレンゴイ累層上部層に

胚胎されその産ガス層は泥岩とシルト岩の薄層を爽有

する砂岩からなり貯留層の有効層厚は層厚の60-65%

である.

貯留層を構成した砂岩の砕屑の平均粒径は頂部およ

び北に向って次第に大きく匁り(0.04mm→0.05-0.06mm)

砂岩の貯留性も増大する･開放孔隙率もその方向に24

-25%から30-35%に透水性も480-520㎜Dから750

-950mDに増加する.天然ガス層を被覆するのは白

亜系上部統と古第三糸下部統の総層厚580-600mの泥質

岩である.

ガス噴出量は1,000-1,100万m3/目･井層圧は116

-118kg/cm2層温は31-32.Cガス水界面は南部で

■1,134m北部で一1,146mガス柱は114-126mである.

グィｰダ天然ガス田･ガスコンデンセｰド田区

この天然ガス田･ガスコンデンセｰド田区は酉シベ

リア油田･ガス田生成区の北部にあってヤｰンブルク

ガスコンデンセｰト囲城中メソヤノ･一天然ガス田域

タンベｰイ天然ガス田域の3城に分けられる(第1図･第

2表)･

まだ開発されているものはたくもっぱら探鉱が継

続され探鉱範囲はギタンスク半島を北上しやカミて北

極海海域に及ぼうとしている･そして油層の発見に

重点カミ向けられているようである.

既知の天然ガス田とガスコンデンセｰド岡の中でも

っとも有望とされているものにヤｰンブルクガスコ

ンデンセｰト田かある.

ヤｰンブルク(Yamburg)ガスコンデンセｰド田

これはタｰジフスキｰ半島の南部にあってウレンゴ

イガスコンデンセｰト田の北一北酉100kmに位置し

(第11図)1969年の反射法地震探査によって把握され

たヤｰンブノレクドｰム状ライズに胚胎されている.

探査試錐が始まったのは!969年でその最初の試錐で

このガスコンデンセｰド目ヨが発見された.このガスコ

ンデンセｰド田ではBu1｡層BU･層BU｡層PK1層

中にそれぞれ天然ガス層ないしガスコンデンセｰド層の

存在カミ確認されている.
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第10図

古書.

一榊擁

メドベｰジエ天然ガス田の標高一1,090mにお

けるセノマン階水平断面

1一高透水性(>500mD)

2一透水性シルト砂質岩(500-100mD)

3一弱透水性泥一シルト質岩(<100mD)

4一非透水性泥質岩

5一試錐点

BU･･層ガスコンデンセｰド層はメギオン累層上部層中に発

達しBU1･層は泥岩薄層を伴った砂岩層ガスコンデ

ンセｰド層の被覆層の厚さは30m天然ガス噴出量は590

万m3/目･井コンデンセｰト噴出量は139m3/目･井であ

る.

BU｡層ガスコンデンセｰド層はバルトフスク累層に胚胎さ

れBU7層は砂岩･シルト岩･泥岩の互層である.ガ�
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スコンデンセｰド層の被覆層は厚さが20-4Cm

出量の程度はr高産出性｣に入る.

ガス噴

BU･層ガスコンデンセｰド層はバノレトフスク累層に属し

BU･層そのものはレンズ状の泥岩の大層を爽有した砂岩

第2表

グィｰダ天然ガス田･ガスコンデンセｰド田区の天然ガス田とガスコンデンセｰド田の諾元

炭化水素鉱床､発見年

産油層記号

炭化水素

相記号

トラップ

タイプ

記号

遮蔽層

層厚

��

ビｰン口径

1㎜)

/dynamic､

)ε･･1,mノ

噴出量

石油

(mヨ/

日･井)

コンデンセｰト

(m茗/

日･井)

天然ガス

(1,OOOmソ

日･井)

層圧

(㎏/o皿2)

層温

(℃)

池水界面､

ガス界面

コンデンセ

ｰト水界面

('m〕

油柱､ガス

柱､コンデ

ンセｰト柱

��

21ヤｰンブルク

ガスコンデンセｰト田域

ヤｰンブルクガスコンデンセｰト田､1969�PK1�G�M�600�22�'�'�588�120�28�1,160�190

�BU6�GC�PS�20�開放�一�143�5,300�264�70�2,600�112

�BU7�GC�PS�40�〃�一�51�281�267�73�2,640�97

�BU12�GC�PS�.30�〃�一�139�5,900�322�99�3,010�100

エｰルハロフカスコンデンセｰト田､1舳�PKI�G�M�600�〃�'�一�1,500�115�24�1,123�80

�AU�GC�PS�21�〃�一�49�746�184�42�一�40

�AU7�GC�PS�12�〃�一�106�1,436�212�52�2,040�60

�BUl_4�GC�PS�63�〃�1�171�2,109�256�57�2,414�100

�BU5�GC�PS�22�〃�一�少�468�258�59�1�“

�BU6�GC�PS�15�〃�一�少�361�268�61�2,607�40

�BUlo�GC�PS�34�〃�一�5�290�283�65�…�65

�BU12�GC�PS�6�〃�一�324�2,427�297�72�一�60

ナホｰトカ天然ガス田､1971�PK1�G�M�400�〃�■�1�757�103�20�1045�75

㈲

中メソヤハｰ天然ガス田域

セマコフ天妹カス田1971PKlGM

400開放

�����〶�

南タノベｰイ天鉄カス田､1973PK1

㈳

タンベｰイ天然ガス田域

�㈳��

�

　

�

�

㌰�

��

少量一

��

㌲��

��　

誌G一天然ガス相G0一石油相随伴天然ガス相GC一ガスコンデンセｰド相GCO一石油相随伴ガスコンデンセｰド相0一石油相

OG一ガスキヤップ随伴石油相OGC一ガスコンデンセｰトキャップ随伴石油相E一エマルジョン相PS一ドｰム･層状

PSL一層相遮蔽型随伴ドｰム･層状PLS一層相･層位型層状PL一層相型層状PML一層相遮蔽型層塊状ML一層相型塊状

L一層相型MT一構造型塊状

((迫》

べ〃｡)1

べ噂〆

1?〃

､､〕

1!ハ.､

化コ値.

一"勿=ノ

〆､､

璽ヨ1囚4
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第11図

ヤンブｰルク天然ガス田天然ガス分布図

1一産ガス層上面の標高線(m)

2一七ノマン階差ガス層ガス胚胎鉱画

3一天然ガス層ドｰム部と翼部の境界線

4一天然ガス層主軸ブロックの境界線

5一産ガス層縁部

6一探査試錐点�
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からなり表に示したように天然ガスもコンデンセｰト

もその試験産出量は大きい.

PK｡層天然ガス層はポクル累層上部層に相当しPKユ層は

砂岩シルト岩泥岩からなり砂岩は塊状のトラップ

を形づくり水理力学的には一体のものである.

グィｰダ天然ガス田･ガスコンデンセｰド田区で開

発されているものは狂い.いずれもソ連の｢貯金｣

である.

第3表

南ヤマｰル天然ガス田･ガスコンデンセｰド田区

この区では構造トラップ型の炭化水素鉱床が知られ

ているだけでありまだ開発されているものはたい.

この区の炭化水素鉱床を代表するものとしてはノボホ

ドルボガスコンデンセｰト油田がある.

ノボホルトポ(Novoportoyo)ガスコンデンセｰド油田

このガスコンデンセｰド油田はヤマｰル半島のサレ

南ヤマｰル天然ガス田･ガスコンデンセｰド目ヨ区の天然ガス田とガスコンデンセｰド田の諸元

炭化水素鉱床､発見年

産出層記号

炭化水素

相記号

トラップ

タイプ

記号

遮蔽層

層厚

��

ビｰン口径

(㎜)

伽a皿1C/

､lewl,mノ

噴出量

石亨由

��

日･井)

コンデンセｰト

(mソ

日･井)

天然ガス

(1,000mソ

日･井〕

層圧

(㎏/･･1)

層温

(℃)

池水界面､

ガス水界面

コンデンセ

ｰト水界面

(一m)

油桂､ガス

柱､コンデ

ンセｰト柱

��

24ヌルミンスキｰ天然ガス田･ガスコンデンセｰド田域

ノボポル1ポガスコンデンセｰ1抽出､1脳��G�PS�20�121�■�一�23.8�87�24�870�30

�TP1�0G�M�4�121�12.2�'�188�一�一�943�

��������㌀

�NP1�GCO�PL�120�121�一�25�1,100�182�■�1,800�95

�NP2_3�GC0�PS�20�■�一�■�120�■�■�1,919�170

�NP4･�GC0�PS�18�I�一�1�215�189�60�1,850･�100

�NP5_信�GCO�PL�15�一�6.1�一�900�190�63�1,860�50

�NP7�GC0�PL�5�'�■�'�400�一�'�1,920�■

�NP呂�GC0�PL�6�12�32.4�一�400�'�一�1,940�■

�NP9_工｡�GCO�PL�30�12�2.5�■�400�】�一�1,960�'

�Yu2�GCO�ML�30�一�一�58�190�I�一�2,000�70

�Yu直_7�'GC�ML�16�一�■�一�205�'�一�2,140�100

ヌルミンスキｰガスコンデンセｰト田､1帥O�PK1�G�M�500�開放�■�一�1,800�81�21�780�15

�TP工�G�PS�7�〃�一�一�2,132�151�43�1,450�45

�TP2�G�PS�5�〃�一�■�797�148�41�1,450�15

�TP1I�GC�PM�…�〃�一�一�769�183�56�1,780�15

�TP13_14�GC�PS�8�〃�'�210�2,398�192�60�1,890�30

�TP15�GCO�PL�25�〃�少量�一�720�196�63�1,963�20

�TP22�GC0�PM�8�〃�1.5�■�613�220�69�2,163�20

��O�PL�25�(1,226)�2.5�一�】�229�72�2,250�30

中ヤマｰルガスコンデンセｰト田､19?1�PK1�G�M�500�開放�'�一�655�84�21�813�20

�TP23�GCO�PS�1O�9.5�少量�一�121�232�76�2,250�25

アｰルクチカガスコンデンセｰト田､1湖�PK1�G�M�420�開放�'�■�3,968�75�19�■�52

�TP1o�GC�PS�5�〃�'�一�2,640�169�57�■�一

�TP13_I4�GC0�PS�30�〃�1.2�130�2,525�181�67�1,945�140

�TP16_17�GC�PS�60�121�一�一�32�187�76�1,930�50

�TP1宮�GC�PS�15�開放�'�34�1,110�一�76�1,965�20

�TP24�GC�PS�10�35�'�一�24�213�81�2,130�1O

�NPo�GCO�PS�80�(1,626)��7.5�55�257�82�一�一

ネイトｰ天然ガス田､1974�PKl�G�M�400�■�一�】�■�,�'�一�一

ボバネンコ天然ガス田､1971�PKI�G･�M�300�開放�1�'�650�69�14�674�80

�TP1_3�G�PS�150�18�一�'�414�147�36�1,525�300

�TP5_后�G�PS�10�18�■�一�455�150�42�1,525�150

�TP8�G�PS�20�■�一�】�一�一�'�1,525｡�60

ハラサベｰイ天然ガス田､197主�PK1�G�M�300�������796�100

�TPl_4�G�M�60�開放�一�一�3,728�155�48�1,531�170

�TP5_6�G�PS�37�〃�一�一�1,722�163�52�1,610�60

�アプトｰオ｣�����������

�テリｰプ階�GC�一�'�■�■�一�一�一�一�■�350

マロヤマｰル天然ガス田､1974�PKl�G�M�210�一�■�■�■�一�一�■�■

註G一天然ガス相G0一石油相随伴天然ガス相GC一ガスコンデンセｰド相GC0一石油相随伴ガスコンデンセｰド相0一石油相

0G一ガスキヤップ随伴石油相0GC一ガスコンデンセｰトキャップ随伴石油相E一エマルジョン相PS一ドｰム･層状

PSL一層相遮蔽型随伴ドｰム･層状PLS一層相･層位型層状PL一層相型層状PM一一層塊状PML一層相遮蔽型層塊状

ML一層相型塊状L一層相型MT一構造型塊状�
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策12図

ヤマｰノレ半島の天然ガス井零下50.

Cをさらに下る極寒の目も珍しくな

い地で貴重なエネノレギｰ資源が開発

を待っている｡(《ソビエトグラフ》

誌から)

"1ρ榊53一ρ

バ下

舳衰.二;〆軸軸薫.恥'一''㌧'.･雇

.･･一'1｡.､上

■部

2〃蛉.書雪統

�

2568mBバ中

ス音周

囲佃1日1日極棚1騒口1階統

第13図ノボホルトボガスコンデセｰド油田(N.Kh･クラフメトフらによる)

A一バランジュ階差炭化水素層上面による構造

B-I-I'断面図

1一試錐資料による標高(一m)2一産ガス井･産コンデンセｰト井(試験井)

3一ガスコンデンセｰド胚胎鉱画4一地質断面線5一砂岩

6一シルト岩7一砂岩･シルト岩･泥岩互層8一泥岩

ノ･一ルトの町の東北方に位置し1963年にノボホルトボ

地形の南東部での地震探査によって一つの局地性ライズ

が把握されたことに始まる･その局地性ライズはノボ

ポノレトホライズと名づけられ反射層｢B｣(チュメｰ

二累層下部層)によるヘッドはおよそ500mベリョｰ

ゾボ下部亜累層(チュｰロンｰサントン階)によるヘッドは

170血とされ1964年に探査試錐が始められて間もたく

同年に天然ガス層とコンデンセｰト層が発見されている.

基盤岩層は主として粘板岩から古生界でその上

にチュメｰ二累層下部層ジュラ系上部統白亜系古

第三系が重なり古第三系始新統上に第四系(層厚120

-150m)カミ直接分布し新第三系はみられない.

このガスコンデンセｰド油田の基盤上位の堆積層の総

層厚は2,500-3,000mである.

合計12層の炭化水素層が確認ずみである.そのそれ

ぞれのパラメｰタについては第2表をみていただきた

い.貯留層はいずれも砂岩でその時代はYu｡.｡層で

はジュラ系中部統Yu･層ではジュラ系中部統と部分的

にカロｰブ階NP･一m層ではペリアス階NP･層ではバ

ランジュ階NP･層･NP5.･層･NP層･NP･.ヨ層･NP､

層でもバランジュ階pK･1層ではオｰブ階下部層pKユ｡

r＼

1＼

1(＼

1レ＼＼一

{ポ､､.＼

､＼

い＼パ

い〃

＼＼11§

＼＼ll'

A＼〃

＼ノ

＼ソ

層ではオｰブ暗中部層(?)とされている.

プｰルｰダｰス油田･ガス田区

この油田･ガス田区には1ガスコンデンセｰド田･

1ガスコンデンセｰド油田･1天然ガス油田･2天然ガ

第1堪図

次々に送りこまれるヤマｰル半島の天然ガス採掘用機

材ヤマｰル半島の天然ガス探査鉱量は13兆mヨ(1973.

1.蝦在).この数字は当時のアメリカ全体の数字よ

りも大きい.(《今日のソ連邦》詩より)�
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撃
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遂
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第15図

面シベリア油田･ガス田生成区北部の油田･ガス田帯

I一ウスチｰエニセイ油貝ヨ･ガス油目ヨ区

a一ラスソｰノ'天然ガス田･ガスコンデンセｰド田帯

b一マロヘタｰ天然ガス田帯

C一夕ｰナマ天然ガスコンデンセｰド困帯

I一ヌルミンスキｰ天然ガス田･ガスコンデンセｰド因帯

皿一ナドィｰムｰプｰル油田･ガス田区

a一メドベｰジエガスコンデンセｰト田帯

b一ウレンゴイ天然ガス田･ガスコンデンセｰド岡■帯

C一ベルフネダｰンロボｰヤンクタ天然ガス田･ガス油田帯

d一プｰルｰベンガプｰル天然ガス田･ガス油田帯

e一エトィプｰル天然ガス田油田帯

v一ピｰルｰダｰス油田･ガス田区

a一ダｰス油田･ガス田帯

b一ルｰスキｰ･チャセリスカ天然ガス目ヨ･ガス油間帯

第4表プｰルｰダｰス油田･ガス田区の油田と天然ガス田の諸元

炭化水素鉱床､発見年

産出層記号

炭化水素

相記号

トラップ

タイプ

記号

遮蔽層

層厚

��

ビｰン口径

(㎜)

γ伽･io､

)巴wl､･ノ

噴出量

石油

(mソ

日･井)

コンデンセｰト

(mヨ!

日･井)

天然ガス

(1,000mソ

日･井)

層圧

(㎏/･･1)

層温

(℃)

池水界面､

ガス水界面

コンデンセ

ｰト水界面

(一m)

油柱､ガス

柱､コンデ

ンセｰト柱

(乎)

25ダｰス油田･ガス田域

夕一ゾフスキｰ天然ガス･油田､1962�PK1�G0�M�330�開放�15�一�2,100�121�27�皿1,170�100

�Yu2�GC�ML�20�25�一�3,15�16.5�一�一�一�一

サボりヤｰルヌィガスコンデンセｰ11由田､1961�NI_2�G�PL�一�一�■�｣�60�127�16�1,143�130

�PK1�G�M�40�開放�■�一�690�135�37�1,316�228

�AT3�GC�PS�13�10.8�一�18.6�62�244�61�2,515�70

�BT3_{�GCO�PS�10�15.8�5.7�18.5�412�271�68�皿�

����������

�BT5�GCO�PS�7�15.8�少�177�494�273�68�皿2,830�130

�BT6_7�GC0�PS�4�18.O�22.4�】�59,2�277�68�皿2,790�60

�BT呂_g�GC0�PS�50�18.O�■�234�728�294�84�3,O工5�170

�BT1o㈹�GC0�PL�40�18.O�■�186�542�296�84�3,100�160｡

ルｰスキｰ天然ガス油田､1968�PK1一州W〕�OG�MT�40�開放�5.7�■�493�86�'�』912�62

�PK1-1(NW�OG�MT�40�〃�■�■�205�105�23�』935�.135

�PKl-llW〕�0�MT�40�(193)�43.9�一�一�■�21�911�50

�PKl-4(SW〕�0G�MT�40�開放(160)�8.1�一�408�一�19�ム855�85

�PKl-ll(E)�0G�MT�40�開放�82�一�3,881�86�20�』855�二245､

�PKH(S〕�OG�MT�40�〃�3.6�一�■325�86�20�』810�､60

南ルｰスキｰ天然ガス田､1969�PK1�G�PS�一�〃�■�■�210�98�17�850�65

��G�M�40�〃�'�'�4,137�97�27�915�100｣

26､シｰドロフスクガスコンデンセｰト田域

ズズｰンガスコンデンセｰト田､1972SK11信

卋核

��

�

PS12開放一一

PS15〃一一

1,OOO一一一一

1,OOO一一一一

註G一天然ガス相GO一石油相随伴天然ガス相GC一ガスコ.ンデンセｰド相GCO一石油相随伴ガスコンデンセｰド相O一石油相

OG一ガスキヤップ随伴石油相OGC一ガスコンデンセｰトキャップ随伴石油相E一エマルジョン相PS一ドｰム･層状

PSL一層相遮蔽型随伴ドｰム･層状PLS一層相･層位型層状PL一層相型層状PML一層相遮蔽型層塊状ML一層相型塊状

L一層相型MT一構造型塊状�



一72一

ス岡のわずか5炭化水素鉱床しか把握されていない(19

75年現在)･いずれも構造型のもので多層炭化水素

鉱床としてザボリャｰルヌィ曳裂断層規制のものとし

てルｰスキｰカミありこの油田･ガス目ヨ区を代表する炭

化水素鉱床といえよう.

たおこの油田･ガス田区はダｰス油田･ガス田域

とシｰドロフスクガスコンデンセｰト田域の2城に分

けられ前者には1970年から営業生産に入ったタソフス

キｰ天然=ガス･油田(1974.1.1.現在の総生産量:天然ガス

290億m君)カミあるか後者には稼行されているものはま

だ狂い.

ザボリャｰルヌィ(Zapo1yamy)ガスコンデンセｰド

油田

これはダｰス川の流域タｰジフスキｰ部落の南東80

km付近に位置しザボリャｰルヌィ局地性ライズに胚

胎された炭化水素鉱床である･その局地性ライズは19

64年に反射法地震探査によって把握されたものでク

ロｰジャｰは南北に長く24km×55kmチュメｰ二累

層上面によるヘッドは350mセノマン階上面では235m

白亜系上部統上面では110mである一

この局地性ライズに対する探査試錐は1965年に開始さ

れその1本目でガスの噴出をみた.

基盤まで到達した試錐はまだ1本もないが地質調査

と物理探査の経果から基盤面は地表下5,000-6,000m

と推定されている.さらに基盤面上には三畳系(タン

ペｰイ層系)その上にジュラ系の下部統中部統上部統

カミ重校るものと考えられている.試錐によって白亜系

下部統･上部統古第三系の重畳は確認ずみで新第三

系を欠き第四系は始新統上に直接分布する･

このガスコンデンセｰド油田は2層の天然ガス層と

6層の石油随伴ガスコンデンセｰド層から放り貯留層

はいずれも砂岩でその地層は下位より白亜系下部統下

部階同統中部階同統上部階(BT伍.屑BT｡層BT国一生

層AT畠層)同系中部統白亜系上部統に属する･

重点集中投資を行いやすい国柄であるからこの豊か

な炭化水素鉱床がいつまでも予備にすえ置かれるはずは

ない.パイプラインの建設が進んでいると報じた西側

雑誌の内容を信じるなら開発は始まっていることにな

る.

炭化水素層それぞれのパラメｰタは第4表にかかげ

たとおりである.

ルｰスキｰ(Russkii)天然ガス･油田

これはタｰジフスキｰ部落の南東106km付近にあって

ルｰスキｰ局地性ライズに胚胎されている･その局地

性ライズは1965年に反射法地震探査によって把握された

もので同ライズに対する探査試錐は1966年に関始され

天然ガス･油層は1968年にたって発見されている､

同ライズではポクル累層(一K.ap｡十k2cm｡)上部層カミ曳

裂断層によって6ブロックに分断されそのブロックそ

れぞれに独立したガスキヤップを伴う油層が形成され

ている.この天然ガス･油田はもともと単一のガス

キヤップ随伴油層であったものがその後の構造運動に

よってブロックに分断されそれぞれ深度を異にする池

水界面とガス水界面が生じたとされている.

ウスチｰエニセイ(Ust'一Yenisei)天然ガス田･ガスコ

ンデンセｰド田区

この天然ガス田･ガスコンデンセｰド田区には構造

助
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第16図ザボリャｰルヌィガスコンデンセｰト田

a一七ノマン階上面による構造

b-I-I'線による地質断面図

1一試錐資料による産炭化水素層上面の標高線(m)2一ガス産出井

3一ガスコンデンセｰド推定分布面4一砂岩5一泥岩

砂層薄層を伴うシルト岩6一泥岩7一珪質泥岩
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策5表

ウスチｰエニセイ天然ガス田･ガスコンデンセｰド目ヨ区の天然ガス岡･ガスコンデンセｰド田の諸元

炭化水素鉱床､発見年

産油層記号

炭化水素

相記号

トラップ

タイプ

言己号

遮蔽層

層厚

��

ビｰン口径

(㎜)

(鮒

噴出量

石油

(mヨ/

日･井)

コンデンセｰト

�㌯

日･井)

天然ガス

��潯�一

日･井)

層圧

(㎏/･･!)

層温

(℃)

池水界面､

ガス水界面

コンデンセ

ｰト水界面

(一m)

油柱､ガス

柱､コンデ

ンセｰト柱

��

27タｰナマ天然ガス田･ガスコンデンセｰド田域

メソヤハｰ天然ガス田､1967�PK1�G�ML�100�開放�'�■�1,000�78�12�805�67

南ソリョｰナヤガスコンデンセｰト田､撒�SKh8�GC�PL�13�〃�一�一�2,126�229�48�2,280�3⑧

�SKh9�GC�PS�25�〃�一�一�1,775�一�一�2,330�25

�SKh1o�GC�PS�1O�〃�一�■�208�'�■�2,380�25

�SKh11�GC�PS�5�〃�一�■�2,194�243�50�2,410�20

ソリョｰナヤガスコンデンセｰト田､1970�YaK2�G�PL�5�〃�…�■�717�一�■�一�一

�SKh2�GC�PS�15�〃�'�一�283�一�一�一�'

�SKh3�GC�PS�15�〃�■�'�364�■�一�'�一

�SKh筥�GC�PL�10�〃�一�'�175�■�一�一�'

�SKh9�GC�PS�20�〃�■�'�907�■�一�2,290�35

ペリャトガガスコンデンセｰト田､19箇9�SKhヨ�GC�PL�15�〃�一�一�364�239�一�2,335�25

�SKh}�GC�PS�1O�〃�'�一�755�242�49�2,400�50

�SKh葦�GC�PS�10�〃�■�'�430�245�51�2,400�40

�SKh姜�GC�PL�5�〃�一�一�一�一�一�2,425�lO

�SKh言�GC�PS�11�〃�■�一�739�248�53�2,470�50

�SKh百�GC�PS�4�〃�一�'�一�一�一�2,470�45

�SKh呂�GC�PS�15�〃�一�一�407�250�一�2,480�45

�SKh9�GC�PS�20�〃�■�'�一�一�'�2,615�20

�SKhlo�GC�PS�25�〃�一�一�一�'�■�2,640�25

カザンツェボガスコンデンセｰト田､1969�SKh8�GC�PS�16�〃�一�一�103�215�一�2,275�35

�SKh1o�GC�PS�9�〃�一�一�450�233�52�2,385�10

ジムネエｰ天然ガス田､1966�NKh3�G�PL�20�5.5�■�…�6.2�一�】�1,670�20

�NKh5�G�PM�30�開放�一�一�500�167�■�1,720�25

�Yu2�GC�M�30�〃�'�■�220�208�44�1,833�50

�Yu19�GC�PL�210�9�一�一�7.O�■�'�■�■

�Yu20�GC�PS�30�9�一�一�7.O�一�'�■�■

下ベタｰ天然ガス田､1966�NKh3�G�PS�50�u�一�一�一�一�'�770�15

�Yu�G�PM�80�9,5�一�'�82�94�20�890�1OO

28ドロフェｰエフスカヤガスコンデンセｰト田域

オショｰルノエガスコンデンセｰト田､1脆9

ジャンゴックガスコンデンセｰト田､1蝸

卋�

卋�

SKh島

卋�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

㈮㈲　

㈮㌲�

㈬㌹�

��

�

�

誌G一天然ガス相G0一石油相随伴天然ガス相GC一ガスコンデンセｰド相GC0一石油相随伴ガスコンデンセｰド相O一石油相

0G一ガスキヤップ随伴石油相0GC一ガスコンデンセｰトキャップ随伴石油相E一エルマンジョン相PS一ドｰム･層状

PSL一層相遮蔽型随伴ドｰム･層状PLS一層相･層位型層状PL一層相型層状PM一層塊状PML一層相遮蔽型層塊状

ML一層相型塊状L一層相型MT一構造型塊状
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第17図

メソヤノ､一天然ガス田セノマン階ガス水界面の標高線

1一探査井の位置

2一抹ガス井の位置

3一ガス水界面標高線

4一産ガス層上面標高線

5一天然ガス胚胎推定輪郭

6一断面線(第18図と第19図の断面線)�
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←第18図

メソヤハｰ天然ガス田白亜系上部統産ガス層の

I-I1(第17図)地質断面図

1一綴密シルト泥質岩

2一帯水飽和砂岩

3一ガス水界面

4一パｰフォレｰション間隔

5一ガス飽和砂岩

6一石油
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↓第19図

メソヤハｰ天然ガス関白亜系上部統産

ガス層のI一皿1(第17図)地質断面

凡例は第18図と同じ
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←第20図

ノレｰスキｰ天然天然ガス

･油田のセノマン階貯留

層上面による構造

!一貯留層最上面の標高

線(m)

2一油層の輪郭

3一天然ガス層の輪郭

4一試錐点

5一断層

第21図→

ノレｰスキｰ天然ガス･

油田のA-A'線(第20

図)によるセノマン階

差ガス･産油層の断面

1一生として砂岩

2一生として泥岩

3一天然ガス

4一石油
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の単純校炭化水素鉱床カミ発見されているだけで既知の

6ガスコンデンセｰド田のうちの1田(ソリョｰナヤ)と

3天然ガス田のうちの1田(メソヤノ･一)が稼行中である.

前者は1975年頃から後者は1969年から営業生産に入り

後者の1974年1月1日現在の総生産量は6兆6,130億m3

であるが前者の生産量は詳らかでない.

この区は炭化水素鉱床の分布と地質構造区の特徴か

ら2城に区分されている(第1図).

この区を代表する炭化水素鉱床としてソリョｰナヤ

ガスコンデンセｰト固をあげ説明を加えてみる･

ソリョｰナヤ(So1yonaya)ガスコンデンセｰド田

これはメソヤノ･一也膨の北西35km付近のソリョｰナ

ヤ局地性ライズに胎胎されている･その局地性ライズ

は1968年に反射法地震探査によって把握されそのライ

ズに対する探査試錐(1969年開始)によって!969年に本ガ

スコンデンセｰド田が発見されるにいたったものである.

試錐は白亜系の下部統と上部統の存在を明らかにした

が新第三系･古第三系ともに欠除している.マｰス

トリヒト階のタｰナマ累層上に不整合に第四系がのって

いることもわかった.

このガスコンデンセｰド日ヨは1天然ガス層と4ガスコ

ンデンセｰド層で構成され貯留層はいずれも砂岩であ

る･その貯留層の時代は下位からバランジュｰオｰ

テリｰブ期(SKh｡層SKh｡層SKh｡層SKh｡層)とアプト

ｰオｰブ期(Yak｡層)に相当する一

策22図

ジュラ系中部統上面によるマロヘタｰ地形構造図(試錐

･地震探査資料によるYu.A.シャルィギンらの原図)

局地性ライズ

I一スホズシンカライズ皿一トチンスコエライズ

皿一マロヘダｰライズv一ドルガンライズ

V一下ベタｰライズM一七メヨｰノフカライ

ズ

w一マイスキｰライズw一ジムネエｰライズ

1X一夕ンペｰイライズX一コルチャライズ

)l1一メソヤハｰライズ

各炭化水素層のパラメｰタは第4表にかかげた通り

である.

おわりに

終りに近づくにつれてかけ足と狂ったカミン連が世

界最大の産油国となりえている基盤カミ西シベリアにある

ことをソ連自体の公表資料にもとづいて紹介した次第で

ある.

ソ連の産油量･産ガス量はその増大テンポに緩急が

みられても第2次大戦後に1年たりとも減産したこと

はない.ソ連の建国以来減産したのは建国直後の防

衛戦とナチスとの戦いの期間だけである.

今後の推移はどうであろうか.これはあらためて

稿を起こすべき重要問題であるがアメリカCIAのいう

r1980年台中頃から輸入国に転落する｣ことはありえな

いと断言できるだけの資料は揃っている.

しかし紀元2000年代に入ったらそこには不安カミあ

る･その不安を取りのぞく鍵は東シベリアととくに

北氷洋陸棚の探査にあると考えられる.

第23図石油の都といってもおかしくないチュメｰ二市･人口

50万人ばかり石油と直接･間接関係した研究所は40を

こえる.写真は市の中心レｰニン広場とマルクス通

り(《今日のソ連邦》誌から)

サモトロｰル油田からベノレガ河に近いアリメチエ

フスクを結ぶパイプラインはすでに完成した.

写真は1972年の建設中のもの零下40｡になれば

作業は休止される･これは国法のさだめなのだ.

すべての機械は一40℃でもその性能カミ下カミって

はならない･我が国への発註条件にも必ず入っ

ている｡(《今日のソ連邦》誌から)�


